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SDGs 未来への約束 

 私達は男女を問わず多様な人達が共に活躍できる社会を目指します。 

 私達は事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に努めます。 

 私達はエコアクション 21 等の環境への取組を通して、環境負荷の低減に

努めます。 

 私達は生物多様性の保全のための取組を行います。 

 私達はパートナーシップ協定やボランティア活動を通じて、地域・社会貢

献に取り組みます。 

社内の具体的な提言として、建設業という観点から再生資源による資材を利用

するとともに、産業廃棄物の分別を徹底しリサイクル率の向上を図るように努

力することにより、持続可能な社会の実現を作り上げることを目標とします。 
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環 境 経 営 方 針   

環境理念 

有限会社西村工務店は、エコアクション 21 に自主的・積極的に取り組む

ことで、土木・建築工事の事業活動における環境に配慮した循環型社会（省

エネ・省資源・リサイクル）の構築に貢献することを理念とします。 

環境保全への行動指針   

1）具体的に次のことに取り組みます。 

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

② 建設資材の省資源、廃棄物のリサイクル率の向上 

③ 水資源の節約 

④ 環境に配慮した工法の推進 

⑤ 道路清掃等地域貢献の推進 

     

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続

的な改善に努めます。 

2）環境関連法規性や当社が約束したものを遵守いたします。 

3）環境への取組を環境経営レポートとしてとりまとめ公表します 

制定日：2022 年 4 月 1 日 

代表取締役 西村義治 
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【2】事業概要、認証・登録の範囲 

1 事業者名及び代表者名 

有限会社 西村工務店 代表取締役 西村義治 

2 会社の所在地 

本 社     鹿児島県南九州市頴娃町郡 9797-1 

倉 庫     鹿児島県南九州市頴娃町郡 10048-3 

倉庫兼資材置場    鹿児島県南九州市頴娃町御領谷ノ岡 10197-1 他 

3 環境管理責任者及び担当者の連絡先 

責任者 代表取締役  西村義治 Tel:090-4998-1110 

E-mail: nishimura-koumu@earth.ocn.ne.jp 

担当者 環境管理部  浜田浩一 Tel:090-9583-0828 

        E-mail: moonkids0721@gmail.com 

4 会社概要 

 法人設立年月日：平成 2 年 5 月 1 日 

【建設業】鹿児島県知事許可（般-2）第 9694 号 

有効期限：令和 3 年 3 月 21 日から令和 8 年 3 月 20 日まで 

［業種］ 土木工事業 建築工事業 大工工事業  

とび・土工工事業 石工事業 屋根工事業 管工事業 

タイル・れんが・ブロック工事業 鋼構造物工事業 

舗装工事業 しゅんせつ工事業 内装仕上げ工事業 

水道施設工事業 解体工事業 

 

 

 

 

tel:090-4998-1110
tel:090-9583-0828
mailto:moonkids0721@gmail.com
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5 事業規模 

活動規模 単位 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売上高 百万円 98 67 103 108 

従業員数 人 7 9 9 9 

床面積＊ ㎡ 902 1,595 1,595 1,595 

      

＊事務所：85 ㎡ 倉庫：606 ㎡ 鬼口地区倉庫：397 ㎡ 飯伏地区倉庫 505 ㎡ 

6 事業年度：2022 年度（2022 年 5 月 1 日～2023 年 4 月 30 日） 

認証・登録証の対象組織・活動 

1 認証・登録事業者：有限会社西村工務店 

鹿児島県南九州市頴娃町郡 9797-1 

2 対象事業所：本社、倉庫、倉庫兼資材置場 

3 認証、登録対象活動範囲 

土木工事業 建築工事業 大工工事業 とび・土工工事業 

石工事業 屋根工事業 管工事業 タイル・れんがブロック工事業 

  舗装工事業 内装仕上げ工事業 水道施設工事業 解体工事業 

4 関連事業所：なし 

5 対象外組織：なし 
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【3】実施体制 

組織図 

 

 

代表者 

 環境経営に関する統括責任 

 環境管理責任者の任命 

 環境管理責任者から報告を受け全体の評価と見直し 

 環境方針を定め社員に周知する 

 環境経営の取組に対する資源を用意する 

環境管理責任者 

 環境経営システムの構築・運営・管理 

 取組結果を代表者に報告する 

 データの取りまとめ、環境経営レポートの作成 

環境事務局 

 環境管理責任者の補佐 

 外部コミュニケーションの窓口 

 データの収集、集計 

各責任者 

 省資源、省エネ、節水を推奨・実施 

 エコアクション 21 目標達成への取組の推進 

 エコアクション 21 取組に関する教育訓練の実施 

 苦情への対策・予防処置 

全社員 

 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、取組に積

極的に参加する 

 省資源、省エネ、節水に務める 

代表者 

西村義治 

工事部 

井上大和 

総務部 

西村裕樹 

環境事務局 

西村和代 

環境管理責任者 

浜田浩一 
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【4】環境経営目標とその実績 

1.【2022.4～2023.3】2022 年度目標と実績状況 

取組項目 単位 
2020 年度

（基準年） 

2022 年度 

（2022 年 4 月～2023 年 3 月） 増減（％） 評価 

 

削減率 目標（A） 実績（B） 

 

 

二

酸

化

炭

素

排

出

量 

電 

力 

 

事務所 
kWh 2,604 -2.0% 2,551 3,241 +24.46% ×  

kg-CO2 1,062 -2.0% 1,041 1,322 +24.48% ×  

倉庫 

kWh 767 -2.0% 751 59 -92.3％ ○  

kg-CO2 280 -2.0% 274 22 -92.1％ ○  

動力 
kWh 734 -2.0% 719 719 -2.0％ ◯  

Kg-CO2 299 -2.0% 293 293 -2.0％ ◯  

CO2 計 Kg-CO2 1,641 -2.0% 1,608 1,637 -0.2％ △  

化

石

燃

料 

 

ガソリン L 4,694 -2.0% 4,600 6,033 +28.52% ×  

ハイオク L 948 -2.0% 929 49.0 -94.83% ◯  

軽油 L 4,972 -2.0% 4,872 3,795 -23.67% ◯  

灯油 L 212 -2.0% 207 257.0 +21.22% ×  

化石燃料

co2 計 
kg-CO2 26,438 -2.0% 25,910 24,542 -7.17% ◯  

総計 kg-CO2 28,079 -2.0% 27,518 26,179 -6.76% ◯  

産業廃棄物のリサイクル率 

 

% 96.5 -0.5％ 97.0 91.1 +5.4% × 
 

水使用量 

 
ｍ3 159.0 -2.0% 155.82 107.0 -32.7% ◯ 

 

環境配慮型工事の提案 

 
回/年 2  4 6 +2 ○ 

 

地域清掃等貢献 

 
回/年 6  6 7 +1 ○ 

 

＊電力調整後九州電力 2020 年度排出係数 (0.365kg-CO2/kWh)  エネワンでんき 2020 年度排出係数

(0.408kg-CO2/kWh)で算出 

＊燃料については二酸化炭素排出係数が異なるため、使用量ではなく二酸化炭素排出量の削減を目標とする。 

＊化学物質につきましては弊社では使用しておりません。 
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【5】中期環境目標 

2020 年度の実績を基準値とし 2024 年度までの各目標を設定しました。 

① 二酸化炭素排出量の削減   

   

②産業廃棄物のリサイクル率の向上   

 

③水資源の使用量の削減        

 

④環境配慮型工事の提案        

 

⑤地域清掃・ボランティア活動     

 

 

 項 目 単 位 

基準年度実績 

（2020 年度） 
2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値 

電

力 

電力使用量 kWh 4,105 
4,063 

(-1.0%) 
4,022 

(-2.0%) 
3,981 

(-3.0%) 
3,940 

(-4.0%) 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 1,641 
1,624 

(-1.0%) 
1,608 

(-2.0%) 
1,591 

(-3.0%) 
1,575 

(-4.0%) 

燃 

料 
二酸化炭素排出量 kg-CO2 26,438 

26,173 
(-1.0%) 

25,909 
(-2.0%) 

25,644 
(-3.0%) 

25,380 
(-4.0%) 

産業廃棄物のリサイクル率 ％ 96.5 97 97 97 97 

水使用量 ｍ3 159.0 
141.5 

(-1.0%) 
140.1 

(-2.0%) 
138.7 

(-3.0%) 
137.2 

(-4.0%) 

環境配慮型工事の提案 件 2.0 4.0 4.0 4.0 4.0 

地域清掃・ボランティア活動 回 6 6 6 6 6 

＊電力の二酸化炭素調整後排出係数：2020 年度 九州電力 0.365kg-CO2/kWh  

エネワンでんき 0.408kg-CO2/kWh で算出しています。 

 

2）燃料 ：基準値より毎年 1％の削減、4 年間で 4％の削減 

：毎年 6 回を目標に活動を行う 

1）電力 ：基準値より毎年 1％の削減、4 年間で 4％の削減 

：基準値より毎年 1％の削減、4 年間で 4％の削減 

：新規工事のタイミング等で積極的に提案 

：再資源化率 97％ 
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【6】環境経営活動計画 

環境経営目標達成のために具体的な環境経営活動計画を下記の通り設定し、従業員が一丸と
なって取り組みます。 

環境目標 実 施 項 目 

電気使用量の削減 

 

・冷暖房の設定温度の適正化 

暖房設定温度 20℃（小型ファンヒーター） 

冷房設定温度 28℃ 

冷房の使用は室温 28℃を基準とし、扇風機等を併用 

・不使用時・退室時消灯の徹底 

・OA 機器未使用時、外出時の電源 OFF の徹底、帰宅時はコンセントを抜く 

・ウォームビズ・クールビズの推進。夏場の空調服の着用 

・照明機器の清掃 

・エアコンのフィルター清掃 

ガソリン・軽油 

使用量の削減  

 

・アイドリングストップ 

・急発進、急加速、急ブレーキの防止 

・重機の車両点検整備 

・作業内容に合わせた適正機械の配置 

・低騒音低排出ガス仕様機械の使用、環境配慮型機械の使用 

・乗合等で最低限での車両使用に務める（現場移動） 

・必要のない道具、資材等はその都度降ろし整理整頓 

灯油使用量の削減 

 

・暖房設定温度の適正化 

・ウォームビズの推進（電熱ベストの着用） 

産業廃棄物の管理 

 

・マニフェストによる適正管理 

・再資源化施設へ処理を委託する 

・分別解体の実施 

水使用量の削減 

 

・節水表示等で節水を呼びかけ 

・漏水のチェック 

・舗装工事等に使用する水はなるべく貯留雨水等を使用する。 

社員教育 ・エコアクション 21 の意識に向上に向けての教育 

緊急事態対応訓練 ・緊急事態対応訓練 

地域貢献活動 

 

・清掃活動や地域ボランティア活動への積極的な参加 

環境配慮型工事の提案 

 

・新築やリフォーム工事の注文相談時に積極的に提案していく。 
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【7】環境経営計画の取組結果とその評価次年度の取組内容 

項目 活動計画 評価 取組結果と次年度取組内容 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電 

力 

エアコン温度設定（夏 27℃） ○ エアコンを一台設置したので消費量が若干増えたの

で、省電力を呼びかけ目標数値達成に向けて努力する 

終業時に電源オフの確認をする 

不要休憩時間照明消灯 ○ 
節電表示 ○ 
PC の省電力設定 ○ 

燃

料 

アイドリングストップ ○ 現場に向かう際はなるべく同乗していくなど各自の

意識が高まるような取組を進める。 

エコドライブ運転の呼びかけ強化 

急加速、急発進の抑制 ○ 
過積載の防止 ○ 
冷暖房の控えめの使用の推進 ○ 

廃
棄
物
の
削
減 

現

場 

廃棄物の分別 ○ 廃棄物の分別の徹底（手作業による分別の推進） 

木材加工時のロスの減少化 

再資源化施設への処理管理の徹底 
マニフェスト管理の徹底 ○ 

残り資材の再利用 ○ 
水
資

源 

節

水 

洗車等は貯留雨水を使用 ○ 工夫をして節水に心がける 

節水表示 ○ 

環 

境 

配 

慮 

工 

事 

工
事 

環境への取組を現場ごとに評

価することにより意識の熟成

を図る。 

○ 
 

低騒音・低振動の規格に適した機械の選定 

 

現場ごとに作業方法へ影響を与える事項を検討 

車両入替のタイミングで再検討 

施工・作業方法検討会議 ○ 
車両入替は環境に良いものへ ○ 

提
案 

環境配慮型工事の提案 ○ 改築工事や新築工事の受注時に積極的に提案 

地 

域 

貢 

献 

周辺の道路清掃活動の実施 ○ 公共事業等で工事をした地区の自治会と相談し、普段

自治会で対応できない危険な箇所の伐採や災害の予

防ボランティア活動を実施 
地域ボランティア活動 ○ 

（総括） 

コピー用紙等の廃棄物は社内文書用の書類等として再利用します。 

工事内容の変化が産業廃棄物の排出量や燃料の使用量に影響を及ぼすので、安定的に数値を下げてい

くのは活動をある程度突き詰めると難しくなると予想されます。 
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1. 次年度の取組 

ここの意識を高め電力・燃料使用量の減少を心がけ、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

こまめに室内の消灯を行い、車両のアイドリングストップを徹底します。 
次年度も今年度同様の取組を継続します。 

2. 2023 年度環境活動計画 

①二酸化炭素排出量の削減   

（1）電気使用量の削減 

・室内温度が夏 27℃以上、冬 20℃以下になるように空調を設定する。 
・不要な場所及び不在時や昼休み及び退社時には電源を消す。 
・パソコンやコピー機を使用しない時には電源を消す。 

（2）エコドライブの徹底 

・アイドリングストップを実施する。 
・タイヤ空気圧をこまめにチェックし、車両の点検・整備を定期的に実施する。 
・出発前にしっかり目的地を把握し、最短ルートを使う。 
・急発進、急加速、急停車、空ふかしをしない。 
・過積載をしない。 

②産業廃棄物リサイクル率の向上  

（1）建設副産物の再生利用率の向上 
・アスファルト、コンクリートの再生処分の徹底 

（2）手作業を交えた分別解体を徹底し、リサイクル率を上げる。 
・混載として出す量を減らすために、手作業で再生可能なものを分ける 

③水使用量の削減  

（1）使用時はこまめに水量を調整する 
・蛇口を前回にせず、最低限の水量で開く 
・不使用時には無駄に水を流さず必ず止める 

（2）雨水や残り水等を溜める。 
・雨樋に水タンクを取り付け貯水し、洗車や植物の水やりに再利用する。 

④地球環境保全活動  

（1）地域清掃活動やボランティア活動を積極的に行う 
・公共工事等でお世話になった地区で、自治会と打合せを行い、その地区の住民では
対処できない危険な箇所や、災害予防等で手を入れてほしい場所を聞き、積極的に
ボランティア活動を行う。 

・本社周囲の道路の草刈りや空き缶拾い等を行う。 

⑤環境配慮型工事の推進  

・住宅の新築・改築工事の注文打合せ時に施主さんの積極的に、環境へ配慮した工事
内容の提案をしていく。 

・太陽光パネル・蓄電池の設置や断熱ガラス、断熱材など居室内の温度変化を抑えら
れる材料や工法を提案し環境への対応の大切さをエコの観点から提案していく。 
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【8】環境関連法規等の遵守状況 
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。 

法規制等の名称 適用内容・遵守事項 遵守状況 

廃棄物処理法 

収集運搬業者及び処分業者との委託契約締結 ○ 

委託契約書の保管 ○ 

マニフェストの管理・保管（5 年間） ○ 

自動車リサイクル法 廃車時の引取業者引き渡し △ 

家電リサイクル法 適切引き渡し リサイクル料金負担 △ 

建設リサイクル法 

発生抑制 ○ 

再利用・再生利用 ○ 

再生資源利用促進計画書・実施書の作成運用 ○ 

騒音規制法 
特定建設作業実施の届け出（市町村長） ― 

作業敷地境界にて 85db 以下 ― 

振動規制法 
特定建設作業実施の届け出（市町村長） ― 

作業敷地境界にて 75db 以下 ― 

再生資源利用省令 再生資源利用計画の作成と実働記録の保存 ○ 

指定副産物 
利用促進省令 

特定建設資材と再生資源の利用量の把握等による計画の作
成と実働記録の保存（1 年間） 

○ 

鹿児島県地球温暖化
対 策 推 進 条 例 

環境マネジメントシステムの導入 ○ 
廃棄物発生抑制、再使用・再生利用 ○ 
温室効果ガスの排出量の把握 ○ 
公共交通機関の利用 ― 

フロン排出抑制法 
機器廃棄時におけるフロン類の回収 ― 

解体工事におけるフロン類の回収 ― 

消 防 法 
消火器等の消火設備の設置 ○ 

金属製ガソリン携行缶の使用 ○ 

大気汚染防止法 ばい煙、揮発性有機化合物及び粉塵の排出等を規制 ○ 

労働安全衛生法 

労働災害の防止のための危害防止基準の確率 ○ 

責任体制の明確化及び自主的活動の促進 ○ 

職場における労働者の安全と健康の確保 ○ 

石綿障害予防規則 ⭕ 

○遵守されている △検討中 ×改善の余地あり ―該当なし 

2023 年 3 月に法令遵守状況を確認した結果、遵守されています。 

違反・訴訟につきましても環境関連法規の違反はなく、過去 3 年間に渡り行政からの指摘指導等は
ありません。また、周辺住民からの苦情もなく訴訟についてもありません。 
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【9】2022 年度の防災訓練及びボランティア活動 

  

 

  

 

 

 

 
 

市道の空き缶拾いを行いました。 

海岸の駐車場が狭かったので整地敷砂利をし転圧を施し広げた 

11 月に防災訓練を行いました。 
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【10】代表者による全体評価と見直しの結果 
2022 年度一年間の取組を振り返り全体会議を開催しました。 
 
その結果、事務所の電力使用量は今回新規にてエアコンを設置したため使用量が若干上
がり、最終的に達成することができませんでした。 
倉庫の電力使用量は、常設してあった冷蔵庫を廃止したため使用量が 0kWh になりほと
んど使用してない状態になり、動力につきましては、社員の意識の徹底を図った結果基
準値内に納まる結果になりました。 
 
化石燃料の CO2 排出量は、年度末期間の土木工事が少なく大型建設機械を使用する機会
が無かったので、軽油を大量に使用する工事がなく目標値に達することが出来ました。
上水の使用量は昨年度数値以下になっており、エコアクションの活動の結果が現れてい
ると思います。 

産業廃棄物のリサイクル率の向上につきましては、目標値で推移しましたが年度内に
家屋の解体工事が増えたため既存建築物に含まれる塩ビ類や瓦礫等の割合が大きくなり
数値が悪くなりましたが、これは作業内容に関係するものですので今後とも数値にとら
われることなく、目標数値に近づける努力を続けたいと思います。 

地域への貢献活動は今後共、会社周辺地区だけでなく現場付近の周辺地区にも活動を
広げコミュニケーション活動を行い、地域貢献を進めていきたいと思います。 
 
今後も社員一人一人がエコアクション 21 の活動を通じて、より一層環境問題を理解し、

関心を高め取組を実践していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


